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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月28日(2017.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を管理するため
の方法であって、
　基地局のカバレッジエリア内で動作している間にＭＢＭＳのコンテンツを受信すること
と、
　前記基地局の前記カバレッジエリアの外側で動作することへの移行を検知することと、
　前記ＭＢＭＳの前記コンテンツの中継を要求するピア発見信号をブロードキャストする
ことと、ここで、前記ピア発見信号が前記ＭＢＭＳの識別子を備えることを特徴とする、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記基地局の前記カバレッジエリア内で動作している１つまたは複数のデバイスから１
つまたは複数のピア発見信号を受信することと、ここで、前記１つまたは複数のピア発見
信号は、前記ＭＢＭＳの前記コンテンツを中継する前記１つまたは複数のデバイスの能力
を示す、
　前記ＭＢＭＳの前記コンテンツを中継するために前記基地局の前記カバレッジエリア内
で動作している前記デバイスのうちの１つを識別することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基地局の前記カバレッジエリア内で動作している識別されたデバイスとのダイレク
トリンクを確立すること、ここで、前記識別されたデバイスは、前記ＭＢＭＳの前記コン
テンツのためのＭＢＭＳ中継デバイスである、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記基地局への再送のために、前記ＭＢＭＳのコンテンツまたはユニキャストデータを
、前記基地局の前記カバレッジエリア内で動作している識別されたデバイスに送信するこ
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と
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ページングメッセージを、前記基地局の前記カバレッジエリア内で動作している識別さ
れたデバイスに送信することと、ここで、前記ページングメッセージは、前記識別された
デバイスにデータを送信したいという望みを示す、
　前記ページングメッセージの送信に続いて、前記データを前記識別されたデバイスに送
信することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記基地局の前記カバレッジエリアの外側で動作することへの前記移行を検知すること
は、前記基地局の前記カバレッジエリアの外側で動作するよりも前または後に生じる、請
求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ピア発見信号は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ダイレクトピア発見信
号を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を管理するため
の装置であって、
　基地局のカバレッジエリア内で動作している間にＭＢＭＳのコンテンツを受信するため
の手段と、
　前記基地局の前記カバレッジエリアの外側で動作することへの移行を検知するための手
段と、
　前記ＭＢＭＳの前記コンテンツの中継を要求するピア発見信号をブロードキャストする
ための手段と、ここで、前記ピア発見信号が前記ＭＢＭＳの識別子を備えることを特徴と
する、
　を備える装置。
【請求項９】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を管理するため
の方法であって、
　ＭＢＭＳクエリと、ＭＢＭＳの識別子とを備える第１のピア発見信号をモバイルデバイ
スから受信することと、
　前記ＭＢＭＳのコンテンツを中継するかどうかを決定することと、
　前記ＭＢＭＳの前記コンテンツを中継するとの決定を受けて、前記ＭＢＭＳの前記コン
テンツを中継する能力を示す第２のピア発見信号を送信することと
　を備える方法。
【請求項１０】
　前記第２のピア発見信号を送信することは、
　ダイレクトリンクを確立するためにページングメッセージを前記カバレッジ外モバイル
デバイスに送信すること
　を備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＭＢＭＳの前記コンテンツを中継するかどうかを決定することは、
　前記ＭＢＭＳのコンテンツが受信可能であるかどうかを決定するためにＭＢＭＳ制御チ
ャネル（ＭＣＣＨ）を獲得すること
　を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　ページングメッセージを前記モバイルデバイスに送信することと、ここで、前記ページ
ングメッセージは、前記モバイルデバイスにデータを送信したいという望みを示す、
　前記ページングメッセージの送信に続いて、前記データを前記モバイルデバイスに送信
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することと
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＭＢＭＳの前記コンテンツを中継するとの決定を受けて、現在のステータスをＭＢ
ＭＳ中継ステータスにエスカレートさせること
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＭＢＭＳの前記識別子は、一時的モバイルグループ識別子（ＴＭＧＩ）を備える、
請求項１または９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１および第２のピア発見信号は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ダイ
レクトピア発見信号である、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を管理するため
の装置であって、
　ＭＢＭＳクエリと、ＭＢＭＳの識別子とを備える第１のピア発見信号をモバイルデバイ
スから受信するための手段と、
　前記ＭＢＭＳのコンテンツを中継するかどうかを決定するための手段と、
　前記ＭＢＭＳの前記コンテンツを中継するとの決定を受けて、前記ＭＢＭＳの前記コン
テンツを中継する能力を示す第２のピア発見信号を送信するための手段と
　を備える装置。
【請求項１７】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を管理するため
のコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプログラム製品は、請求項１
～７および９～１５のいずれか一項に記載の方法を行うためにプロセッサによって実行可
能な命令を記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム
製品。
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